
コアカリキュラムとそれを構成する科目

内 ・ 専

楷書法Ⅰ・行書法Ⅰ・草書法Ⅰ・
隷書法Ⅰ・篆書法Ⅰ・
仮名書法Ⅰ・漢字仮名交じり文書法Ⅰ

①書写教育に関する知識と技能
②書道教育に関する知識と技能

書写書道の基礎
国語基礎Ⅱ(書写)・書写教育(初等)

書写教育(中等)・書道科教育法Ⅰ

・ 写検

書写検定演習Ⅰ・書写検定演習Ⅱ

実用書道

中国書道史
日本書道史

・

水墨画Ⅰ・水墨画Ⅱ・水墨画Ⅲ

篆刻Ⅰ・篆刻Ⅱ

日本の伝統文化を継承し、書写指導のできる幼・小・中学校教員および
書道全般に精通した高校書道教員・書道指導者

継
写・

・ ・ ・
写・

内的環境

基礎・基本を大切にし、幅広い知識と高度な実力を兼ね備えて、日本独特の
文化である書写・書道を、幼・小・中・高生に教育できる力をもった人材を育て

めざすキャリア ： 書写指導のできる幼・小・中学校の教員、書道教育のできる高校書道教員

写・

育成る人物像

高等学校での書道経験の個人差が、毎年
かなり見受けられます。そこで、その差を少し
でも縮めようと 「入学前課題」を設けていま
す。そして入学後の学習にスムーズに入って
いけるようにしています。

「入学前課題」と大学での学習との関連

育成る人物像

育成る人物像

入学前課題の内容 大学での学習との関連

書写・書道教育に関する高度な知識と技能
を身につけ、それらを幼・小・中学生や高校生
に教育できる力をもった「幼・小・中学の教員
および高校の書道教員」を育成します。その
中核となる科目がコアカリキュラムです。
中核となる科目は内容により、書写・書道教
育に関する科目、書芸術に関する科目、書理
論に関する科目に分け、それらを適切に学年
配当して系統的に学べるようにしてあります。
また、巾広い教育をめざして、資格に関する
科目、芸術に関する科目も設定しています。

・ 価
内 ・

内 価
状 査 価

漢字の基本的古典
の臨書、仮名の基本

「楷書法Ⅰ」・「行書法Ⅰ」・

「仮名書法Ⅰ」を学ぶための土
台作り

項目
科目

Ａ
知 識

Ｂ
理 解

Ｃ
応 用
(分析・
評価・統
合含）

達成
目標

評価

中国
書道史

殷・周・
秦・漢・
南北朝・
隋・唐・
宋・元・
明・清の
各時代の
特徴と代
表的古典
について
説明でき
る。

各時代
の代表
的古典
の図版
と書者
を暗記
して、
その特
徴を説
明でき
る。

中国書
道史全
体の流
れの中
で、書
写材料
と用筆
法の関
連を理
解し、
説明で
きる。

古典の
図版を
見ただ
けで、
時代を
想定で
き、用
筆法に
ついて
説明で
きる。

「中国書道
史問題集」
１２５問に
関する知識
を確認する
筆記テスト。
代表的古典
１００図版
と時代・書
者の暗記に
関する筆記
テスト。

科目：中国書道史

達成レベル①友だちに聞いてできる ②テキスト（プリント）を見れ
ばできる ③ひとりでできる ④他の人に説明できる

（□に達成レベルの数字を記入）

○殷～唐時代
・各時代の特徴と代表的古典について説明できる。 □

・古典の図版と書者を暗記して特徴を説明できる。 □

・書写材料と用筆法の関連を理解し、説明できる。 □

・古典の図版を見ただけで、時代を想定でき、
用筆法について説明できる。 □

・「中国書道史問題集」１２５問に関する知識を
説明できる。 □


